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本名 半分本名 匿名 計
2017年度 7 19 22 48
2018年度 5 25 50 80
表 1　2017年度オンラインカウンセリング利用者数，利用回数
登録数 利用者数 カウンセリング チャット相談 ダイアリ ワーク配信
実人数 48 39 12 46（35） 14 12
延べ回数 43 1611（1589） 310 23
回／人 3.6 35.0（45.4） 22.1 1.9
＊申込登録数48名のうち 3名は本登録に至らず
表 2　2018年度オンラインカウンセリング利用者数，利用回数
登録数 利用者数 カウンセリング チャット相談 ダイアリ ワーク配信
実人数 93 56 23 92（49） 23 8
延べ回数 38 812（715） 182 16
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2017 2018前期 2018後期 計
所属部局の掲示など 23 21 6 50
学生総合支援センターのホームページ 0 15 13 28
学生総合支援センターのTwitter 3 2 2 7
Facebook 1 0 0 1
インターネット上の記事 1 0 0 1
ニュース 1 0 0 1
検索 1 0 0 1
カウンセリングルームの先生からの連絡 1 0 0 1
kulasis 0 0 1 1
図書館のポスター 0 0 1 1
保健管理センターのチラシ 0 0 1 1
学生相談室での紹介 1 0 0 1
障害学生支援ルームからの紹介 0 0 1 1
知人から聞いた 1 0 0 1
学部ガイダンス 0 1 0 1
大学生協 0 1 0 1
前年度に利用していた 0 0 1 1





2017 2018前期 2018後期 計
学内の相談機関の開室時間が合わないから 13 18 8 39
人と直接対面して話すのは苦手だから 9 10 6 25
カウンセリングルームや相談室の予約が取れないから 8 12 1 21
あまり家から出たくないから 7 6 3 16
大学外部のカウンセラーに相談したかったから 6 4 4 14
なんとなく面白そうだったから 1 5 3 9
遠隔地キャンパスにいるから 0 2 4 6
留学中のため／現在日本にいないため 3 0 1 4
遠方の実家に帰っているから 0 4 0 4
併用 /両方活用希望 0 2 1 3
気軽に相談できるから 0 0 2 2
家の中だと話す能力が少し上がりそうだと思ったから 1 0 0 1
休学中で遠方に滞在のため 1 0 0 1
外に出る元気もないくらい疲れていたから 1 0 0 1
便利そうなので 1 0 0 1
ひとまず登録してみた 0 1 0 1
部局のカウンセラーが合わなかったから 0 0 1 1
辛いと思った瞬間に誰にも知られず思いを吐き出せる場
がほしかったから
0 0 1 1
自分の相談に時間を取られたくなかったから 0 0 1 1
引き続きお願いしたいカウンセラーがいるので 0 0 1 1
悩んでいることをあまり公にしたくないから 0 0 1 1






































ほぼ毎日 2 1 0 3
週 2 回〜3回程度 2 4 1 7
週1回程度 4 1 0 5
たまに 13 14 11 38
利用しない 23 22 15 60











LINE 34 36 26 96
Facebook 21 12 6 39
Twitter 21 26 16 63
Instagram 10 6 11 27
mixi 0 1 0 1
利用していない 2 3 0 5





























2017 2018前期 2018後期 計
1 1 0 0 1
2 1 0 1 2
3 3 3 2 8
4 5 1 2 8
5 6 3 3 12
6 5 4 4 13
7 5 12 8 25
8 14 9 3 26
9 4 4 3 11
10 1 7 1 9







2017 2018前期 2018後期 計
1 1 0 1 2
2 2 1 2 5
3 1 2 1 4
4 4 9 2 15
5 2 5 2 9
6 7 9 5 21
7 10 8 7 25
8 10 6 3 19
9 5 6 1 12
10 3 7 3 13







2017 2018前期 2018後期 計
1 14 11 9 34
2 9 4 3 16
3 3 7 3 13
4 5 7 2 14
5 4 0 3 7
6 3 4 3 10
7 6 4 1 11
8 1 2 2 5
9 0 1 1 2
10 0 3 0 3
計 45 43 27 115
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学生相談におけるオンラインカウンセリングの可能性（中川，杉原）
『チャット形式』の方が，つらくなっても休憩（連絡を取らない期間）をとりやすく再開するとき
の精神的なハードルが低いので続けやすかった」「チャット形式は時間の融通も利き，カウンセラー
の言葉を自分の中で消化しながらゆっくりと返事することができたので自分自身の気持の整理もし
やすく，利用しやすかった」「人に気持を伝えるのが苦手な私でも安心して相談できた」「ニックネー
ムで相談できるのがよかった」「対面カウンセリングを利用した経験があるので音声かビデオを予
約するかなと思っていたが，実際にはすべてチャットで相談していた。返事が 1日後くらいである
がこのくらいのスピード感も心地よかった」という意見であった。概してテキストのやりとりとい
う形式の，生ではない即時性のない遠い感触が，利用する学生にとっては自分のペースを維持しな
がら相談できる安心感につながっていたことがうかがわれる。
大学外の相談機関であること：「学外の人であるという認識も，落ち着いて学内の問題について
話せることができた」「大学のカウンセリングルームに行くこと自体がきつくて，オンラインカウ
ンセリングは継続しやすく，とても助かった」「遠い関係の人に自分の状況を理解してもらえるこ
とは励みになるし安心もできた」という意見も見られた。大学という場所そのものに出てきにくく
なったり，大学内で生じている問題を大学内では相談しにくいと感じたりした場合には，オンライ
ンに限らず，学外のリソースを利用できればよいのだが，適切な相談先を探すのが難しい場合もあ
るだろう。大学が契約していて，学外の相談機関，というのはこのような状況の人にとっては利用
しやすいと考えられる。
マルチチャンネルであること：「セッションの後に，その日の内容をまとめたものをノートに送っ
てくださり，それがとてもわかりやすかった」という意見もあった。即時性はあるがややもすれば
とどまりにくいビデオ・電話相談の内容を，テキストで利用者に残し，見返しやすいものとする，
という工夫は，直に会っていないからこそなされているものかもしれない。必要があれば対面のカ
ウンセリングでも，できる工夫でもあろう。
3 　学生相談におけるオンラインカウンセリングの課題と可能性
3.1　オンラインカウンセリングの現状を振り返って
以上，2017年度と2018年度のオンラインカウンセリングの利用状況に関わる主要な統計を見てき
た。そこから導き出される知見をまとめると以下のようになる。
①これまでの対面の相談以上にオンラインカウンセリングへの申し込みが殺到するのではないかと
いう懸念を抱きながらの導入であったが， 2年間を平均すると 1ヶ月当たりの新規相談申し込み
人数（アカウント登録のみの人数を除く実質利用人数）は 5人であり，対面のカウンセリングの
1ヶ月平均の新規相談申し込み人数が43.5人（2018年度）であったことと比較するとかなり少な
かった。
②ビデオ通話，音声通話，テキストのやり取りの 3つの基本モードがある中で，多くの利用者がテ
キストのやり取りによる相談を選んだ。現代の若者は，遠隔のコミュニケーションツールとして
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電話をほとんど用いず，文字だけのやり取りの方を好むことは調査から明らかになっている（総
務省，2018）。ここでもその傾向が再確認された。
③オンラインカウンセリングを利用した理由としては，カウンセリングルームの開室時間が合わな
い，対面でのコミュニケーションが苦手，といった理由が上位を占めたことから，従来の相談の
システムでは来談しにくかった学生のニードに応えるという目的には適っていたものと考えられ
る。
④利用者の約半分はカウンセリングルームを利用しておらず，対面の相談には来談しない学生層に
利用されていると言える。その一方で，半分近くはさまざまなタイミングでカウンセリングルー
ムにも来談しているということが分かった。オンラインカウンセリングとカウンセリングルーム
のこうした重複利用には，さまざまな場合が含まれている。オンラインカウンセリングには，基
本的に健康度が高いながらも，学生生活で悩んだときにちょっと相談したいというような心理学
的支援のライトユーザーが多く含まれる一方で，対面のカウンセリングも併用しながら利用する
ような心理学的支援のヘビーユーザーもかなり含まれている。また，敷居が低いオンラインカウ
ンセリングでまず相談してみて，相談することに安心できた学生が，その経験を足がかりとして
対面での相談へとステップアップしている場合もあると思われる。
⑤アカウント登録だけして実質的な相談をしないままにアカウントの有効期限を迎える学生が2017
年度にはアカウント登録者の18％，2018年度では40％存在している。これらの学生は，いざとなっ
たらいつでも相談できるという状態を確保しておくことで安心するのかもしれないし，アカウン
ト登録まではしてみたものの，そこから前に進むことに不安を抱いて利用できないでいるのかも
しれない。いずれにせよかなり高い数字であり，今後，対応を検討していく必要がある。
3.2　オンラインカウンセリングの運用における課題
本学のオンラインカウンセリングは， 2年間にわたって，特に大きな問題なく運用されてきた。
しかし，その間，いくつかの課題にぶつかり，取り組んできたことも事実である。そうした経験を
ここで振り返り，主要な点をまとめておくことは，今後，オンラインカウンセリングを導入する大
学にとって参考になるであろう。
①　委託先事業所との連携
ひとつは，深刻な希死念慮を抱えているなどの理由で，オンラインカウンセリングでは対応困難
な事例の扱いである。申し込みに先立って，利用規約において，オンラインカウンセリングでは深
刻な希死念慮のある学生は対応できないことを知らせている。にもかかわらず，数は多くないもの
の，相談の中で深刻な希死念慮の訴えが出てくる場合がある。 2年間の間にそうした事例は 2事例
あった。これらの事例に関しては，委託先事業所からの連絡を受けて，情報共有をしながら慎重に
対応した。いずれの事例においても，オンラインカウンセリングで丁寧に対応を重ねるうちに落ち
着きを取り戻し，希死念慮の訴えは見られなくなった。
このように，オンラインカウンセリングにつながった学生の中には，オンラインの世界だけでは
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学生相談におけるオンラインカウンセリングの可能性（中川，杉原）
なく，現実世界の中でもしっかり見守っていく必要がある学生が存在する。そうした学生に関して
は，オンラインと現実世界との間をつなぐ仕事が必要である。
②　学生・教職員への周知
オンラインカウンセリングの利用状況は，当初の予想よりも低調なものとなった。この状況が本
学学生のオンラインカウンセリングに対するニードを適切に反映したものなのかどうか，じゅうぶ
んな確証はまだ得られていない。現在，各部局の教務窓口でチラシを配付するとともに，学内の数
カ所にポスターを掲示しているほか，機会があれば部局の新入生ガイダンス等で学生に向けてアナ
ウンスしているが，オンラインカウンセリングが学内でじゅうぶんに周知されているとは言いがた
い。
本学のような大規模の大学では，学部生・大学院生・教職員にこうした新しいサービスを周知す
ることは容易なことではない。それゆえ，浸透には時間がかかるものと思われる。
③　登録だけして利用しない学生の問題
現在のオンラインカウンセリングの利用状況においては，アカウントの登録だけして，実質的な
利用をしない学生がかなり存在する。こうした学生もまた，アカウントを「お守り」として，いつ
でも相談できる状況を確保することで安心して生活できているのだから，それはそれで有用な利用
だという理解もありうる。他方，やはり何らかの相談ニードがありながら，踏み出せない学生もい
るのかもしれない。オンラインカウンセリングでは，こうした学生にカウンセラー側からテキスト
のメッセージを送信して利用を呼びかける対応をしている。そのような対応に応じて相談を開始す
る学生もあるが，これらの学生は最後まで反応しないままである。この問題をどう考え，どう対応
するかはオンラインカウンセリング導入における重要な課題であろう。
本学のオンラインカウンセリングは，2018年度まではアカウント登録ごとに課金されるシステム
であったが，この問題に対応するため，さらには会計処理の手間を合理化するため，2019年度から
は月々定額の契約に移行した。これにより，アカウント登録だけで実質利用しない学生の問題の経
済的な面については解消されたと言える。しかしこうした学生の中には相談に進むことに躊躇があ
る学生も含まれている可能性があり，そうした学生の相談行動をどのように促進できるかについて
は，さらなる検討が必要であろう。
3.3　オンラインカウンセリングの可能性
オンラインカウンセリングは，さまざまな理由から従来の対面のカウンセリングによる支援が届
かない学生に対して，支援につながる道をあらたに開く 1つの方法であり，また，従来の対面のカ
ウンセリングだけでは応えきれない支援へのニードを補う方法である。そのことは，本小論の報告
からもうかがわれるだろう。
オンラインカウンセリングが実際にこうした学生のニードに応えるものであったことは，本学の
学生意見箱にある学生から寄せられた投稿によって裏付けられた。当初，単年度の試験的運用とし
京都大学学生総合支援センター　第48輯32
［注］
1）株式会社 cotree（2017年度〜現在）。
2）2017年度本登録45名，2018年度本登録93名，計138名を分母として算出。
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て開始されたオンラインカウンセリングが間もなく終了を迎える 1月に，海外に留学している学生
から，次年度以降もこのサービスを継続して欲しいという要望が述べられたのである。この学生は，
海外留学に伴うカルチャーショックや不安に関して，オンラインカウンセリングに非常に助けられ
たと述べている。
今後，オンラインカウンセリングをはじめとするさまざまな形態の遠隔心理支援が，この社会に
どんどん普及していくことは間違いない。本学が現在導入しているオンラインカウンセリングは，
決して完成形ではなく，まだまだ工夫の余地があるものである。
たとえば，留年している学生は孤立しやすいことから，同じ学部で留年している学生同士をオン
ラインで結ぶオンラインのグループを運営することが，学生支援にとって効果があるかもしれない。
履修登録，卒業論文，修士論文，就職活動など，テーマ別の相談会をオンラインで行うことも考え
られる。現在の本学のオンラインカウンセリングは，同時的コミュニケーションによるテレビ通話，
音声通話と，非同時的なコミュニケーションであるチャット相談（テキストメッセージ相談）であ
るが，これらに加えて LINEのような同時的コミュニケーションによるテキストの相談を加えるこ
とも考えられる。
本小論がわが国の大学における今後の学生支援のあり方について考えていく助けになれば幸いで
ある。
